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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

▲阿仁吉田・特設競技場で行われた

アーチェリー競技 

▲成年女子9人制決勝、秋田対兵庫戦 

（鷹巣体育館でのバレーボール競技） 

▲少年男子フルーレ決勝、秋田対神

奈川戦（合川体育館でのフェンシング競技） 

▲ゴール直前での力走（森吉山特設

コースでの山岳縦走競技） 

▲巨大ウォールに挑む山岳クライミン

グ競技の選手。（森吉スポーツ公園） 
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わ
か
杉
国
体
、
本
市
で
４
競
技
開
催 

９
・
17
豪
雨
で
甚
大
な
被
害 

　
平
成
19
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
月
と
な
り
ま
し
た
。 

　
合
併
３
年
目
の
今
年
は
、
行
政
組
織
の
合
理
化
と
事
務
事
業
の
効
率
化
を
目
ざ
す
行
財
政
改
革
と
並
行
し
な
が
ら
、

当
面
の
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
全
市
規
模
で
推
進
さ
れ
た
新
し
い
営
農
組
織
体
の
結
成
を
は
じ
め
、
市
の
観
光
宣
伝
の
拠
点
と
な
る
「
観
光
案
内

所
」
の
新
設
、
誘
致
企
業
や
大
型
商
業
施
設
等
の
進
出
・
立
地
の
促
進
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
振
興
の
先
導
役
と
な

る
事
業
の
進
展
を
見
ま
し
た
。
ま
た
、「
北
秋
田
市
民
病
院
」
の
本
体
建
設
工
事
が
い
よ
い
よ
着
手
さ
れ
、
21
年
秋
の

開
院
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
阿
仁
病
院
は
常
勤
医
師
の
減
員
で
入
院
病
床
の
休
床
と
い
う
事
態
に
陥
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
今
年
は
特
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
に
脳
裏
に
刻
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
甚
大
な
天
災
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の
開
催
か
ら
、
多
く
の
市
民
の
参
画
に
よ
る
大
き
な
感
動
を
得
た
一
方
、
未

曾
有
の
豪
雨
災
害
か
ら
は
、
改
め
て
自
然
の
怖
さ
と
よ
り
強
固
な
防
災
活
動
の
重
要
性
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
年
間
の
様
々
な
市
政
と
市
民
の
活
動
に
つ
い
て
、
広
報
掲
載
の
記
事
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

　
昭
和
36
年
以
来
の
秋
田
県
で
の
開
催
と

な
っ
た
第
62
回
国
民
体
育
大
会（
秋
田
わ
か

杉
国
体
）は
、
９
月
29
日
か
ら
10
月
９
日
ま

で
の
間
、
秋
田
県
下
19
市
町
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
は
初
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
の
二
つ

を
獲
得
し
ま
し
た
。 

　
本
市
で
は
、
９
月
19
日
に
「
阿
仁
マ
タ

ギ
の
火
」
の
採
火
を
行
っ
た
後
、「
成
年
女

子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
、
「
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
」、「
山
岳（
縦
走
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）」、

「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
」
の
４
種
目
の
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
民
泊
の
受
入
れ

や
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
多
く
の
市

民
の
参
画
と
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
成
功

裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
大
勢
の
市
民
ら
の
声
援
を
受
け
て
秋
田

県
チ
ー
ム
の
活
躍
も
光
り
ま
し
た
。
山
岳

縦
走
競
技
の
成
年
男
女
の
優
勝
と
少
年
男

女
の
準
優
勝
に
続
き
、
成
年
女
子
の
９
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
少
年

男
子
フ
ル
ー
レ
、
同
成
年
女
子
フ
ル
ー
レ

も
そ
れ
ぞ
れ
制
覇
し
ま
し
た
。 

　
特
に
、
北
秋
田
市
勢
が
出
場
し
た
山
岳

縦
走
競
技
の
成
年
・
少
年
女
子
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
少
年
男
子
の
活
躍
は
、
市
民
に
大

き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
大
会
に
先
駆
け
て
２
月
に
鹿

角
市
で
行
わ
れ
た
冬
季
大
会
で
は
、
本
市

出
身
の
小
林
範
仁
選
手
と
湊
祐
介
選
手
の

２
人
が
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
で
優
勝
、

準
優
勝
の
成
績
を
収
め
た
ほ
か
、
少
年
男

子
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
複
合
競
技
な

ど
で
多
く
の
入
賞
者
を
出
し
て
、
天
皇
杯

獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

   

  

　
台
風
11
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
や
前

線
の
影
響
に
よ
り
、
９
月
16
日
か
ら
17
日

に
か
け
て
東
北
地
方
に
大
雨
が
降
り
、
本

市
で
も
17
日
未
明
か
ら
24
時
間
で
降
っ
た

雨
は
観
測
史
上
最
大
を
記
録
、
阿
仁
川
や

米
代
川
流
域
で
河
川
が
氾
ら
ん
し
、
浸
水

や
土
砂
災
害
、
農
業
災
害
な
ど
の
甚
大
な

被
害
が
広
が
り
ま
し
た
。 

　
特
に
床
上
浸
水
な
ど
の
深
刻
な
被
害
を

受
け
た
森
吉
地
区
の
前
田
、
大
渕
集
落
な

ど
で
は
、
泥
ま
み
れ
と
な
っ
た
家
の
中
の

清
掃
作
業
や
、
浸
水
し
使
え
な
く
な
っ
た

家
財
道
具
、
泥
な
ど
の
撤
去
に
１
週
間
以

上
の
日
数
を
費
や
し
ま
し
た
。 

　
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
も
膨
大

な
量
と
な
り
、
臨
時
集
積
所
と
な
っ
た
阿

仁
前
田
河
川
敷
に
は
電
化
製
品
、
家
具
、

布
団
な
ど
の
家
財
道
具
が
う
ず
た
か
く
積

も
り
、
被
害
の
大
き
さ
を
見
せ
付
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
被
害
で
、
県
は
災
害
救
助
法
を
適

用
し
、
本
市
で
も
災
害
総
合
相
談
窓
口
を

各
支
所
及
び
前
田
出
張
所
、
そ
の
後
災
害

復
旧
支
援
室
を
森
吉
支
所
内
に
設
置
し
て
、

今
な
お
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
11
月
21
日
現
在
で
の
被
害
状
況
は
、

死
者
、
行
方
不
明
者
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
で
、

住
家
被
害
で
は
、
全
・
半
壊
２
１
４
棟
、

床
上
・
床
下
の
浸
水
１
７
８
棟
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
農
用
地
で
は
、
水
田
の
冠

水
が
２
１
０
０
ha
以
上
に
も
及
び
、
道
路
・

橋
梁
・
河
川
に
お
い
て
も
合
わ
せ
て
１
３
１

箇
所
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
被
害
額
は
、
公
共
施
設（
農
林
、

水
産
、
土
木
等
の
各
施
設
）で
約
34
億
５
千

万
円
、
農
林
水
産
及
び
商
工
関
連
に
お
い

て
は
、
お
よ
そ
10
億
７
千
万
円
強
と
な
っ

て
お
り
、
国
や
県
の
補
助
金
を
含
め
た
市

の
膨
大
な
災
害
対
策
予
算
が
組
ま
れ
、
早

期
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
　 

　
冬
季
国
体
複
合
競
技
で
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト

を
繰
り
広
げ
る
湊
祐
介
選
手
と
小
林
範
仁

選
手（
後
） 

▲
 

崩落した105号・新荒瀬橋 避難先で不安な一夜を過ごす市民 

氾濫で街路に残された泥とがれきや流木（前田地区） 冠水した鷹巣川井堂川線（合川地区） 


